
 
 
 
 
 
 

田原のしし舞【たばらのししまい】 

開催場所

開催日

田川郡川崎町大字田原 

正八幡神社 

5 月 3 日・5月 4 日 

 

【芸能の概要】 
 田原では「獅子楽」と呼び、正八幡神社の神幸祭にて奉納される。所要時間は約 6分、威嚇的な舞
が特徴である。獅子の胴は緑地に横縞で雌雄同じ、髪が黒い獅子頭が雄で、雌は白髪である。囃子に
は太鼓、横笛、チョンベス(銅拍子)が用いられる。 

 
【芸能の特徴】 
 獅子は雄雌一対で、獅子方 2人が入って舞う。舞いは威嚇的なものを特徴としているが、その意味
は不明である。 
 1154(久寿元)年、京都を追われた源為朝が田川・香春町に至り、鎮西原城を築いて勢威を振るった。
この時、正八幡神社の神徳を尊崇して源氏の繁栄を祈願し、獅子舞と杖楽を奉納したのが始まりとさ
れている。 

・アクセス 
JR豊前川崎駅より徒歩 20分田原バス停より徒歩 3分 
 
・周辺の観光 
藤江氏魚楽園、戸山原 1号古墳、田代の森、 
戸谷自然の森 
川崎町民駅伝大会（2月）、 
24時間ソフトボール大会（8月）、 
ライブイン大ヶ原（9月）、総合文化祭（11月） 
 
・近くの特産品 
ブドウ、イチゴ、梨、梅干し、ジャム 


